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開会式

1. 開会言葉

2.国旗儀礼 （全員起立）

3.連盟歌

4.育成会長ご挨拶

5.閉会の言葉

『会 議』

1.団委員長挨拶

2.議長・副議長の選出

3.議長挨拶

4.記録係の任命

『議案』

(1）平成 19年度 各隊活動報告、団行事報告。

(2）平成19年度収支決算報告。

司 会

( 3）平成19年度 各隊指導者及び団委員の解任。

(4）平成20年度 顧問・相談役・育成会長・会計監査の選任。

(5）平成20年度 団委員並びに役務分担承認。委嘱状の伝達。

(6）平成20年度 各隊指導者の選任報告。

(7）平成20年度各隊活動計画について

( 8）平成20年度収支予算について

委嘱状の伝達。

c< 

( 9）その他 スカウト減少対策。創団50周年記念の準備について。等

閉会式 :2r>of, ~一？九re!?Y} 

1 .開式の言葉 州帰和歌，.，0ACJj
2.回顧問のご挨拶

3.光の道

4 国旗儀礼

5. 閉式の言葉
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三指

京都第38団育成会各位にをかれましては、常日頃より団運営に対し

て多大なご尽力とご奉仕を頂き識にありがとうございます。

今年度も 11月 11日の上進式と、 11月 18白地区ベンチャ一大会

（伊吹パラグライダー）で最終行事なります。

各隊の活動が無事に終える事が出来た事はことは、各隊指導者・団委員

各位のご尽力の賜ものと心より感謝申し上げます。

今期の活動を終えて

cs隊隊長三谷一貴

今期は反省するべき点が多々あり、 2年目の隊長を終えたのですが「あの時こうでき

たらj というような後悔などが思い起こされてしまう年となりました。

自分の中で「こうしては」「ああしては」と思い浮かんだこともなかなか実行に移す

ことが出来ず、集会なども例年通りの無難なプログラムとなりスカウティングとは離れ

た、ただのお遊び会のようになった部分もあったと反省しています。

そういった原因のーっとして自分自身で仕事を抱えすぎていたことが大きかったと

思います。地区ラウンドテーブル・カブラリー実行委員長・原隊の集会についてと全て

に自分自身が手を出し、またそれを他のリーダーに振るととが出来ずにいたため全ての

ものに自分自身が参加しないと物事が進まない状態で活動中も自分自身が動き回りう

まく指示が出せず、その場しのぎのようになりお手伝いいただいていた方々にも影響を

及ぼしてしまい、現在の本部体制について改善していかなければということを多大に感

じる結果となりました。

こういった中でも今期の集会でカブラリーとボーイ隊との合同集会はスカウトたち

に多大な影響が与えられよかったと思います。

カブラリーで団結カやチャレンジ精神が刺激され、合同集会では年の近いお兄さんた

ちと活動できたというものがプラスとなったようで、合同集会は都合により内容が思い

描いていたものとは変わりましたが成功でした。

今回個人の都合で隊長は辞任させていただくことになりましたがこれらの思いを抱

えてというのが非常に残念です。今後も団には残りますので出来うる限りそういった思

いを晴らしたいと思います。

最後になりましたが私に付いて来てくれたスカウト達、父兄の皆様、団役員、各リー

ダ｝の皆様には大変お世話になりありがとうございました。

＼＼ 、．

今年度Ii世界スカウト鎖捨100開年に当たり、連霊・措区でIi多事な行事（ポイラリ ・ベンチャ 式会）bl制行なわれましたが、

当団スカウト由参加が歩主いことが裏金だなりません。

前年度の諜題として新入スカイト募集について、いろいろ取組を麗関

してまりました。近辺の各小学校にお願いして『スカウト活動・入隊説

明会案内』等のチラシ配布やみやこ子ども土曜塾（市教育委員会） 9月

号・ 10月号に『ボ イスカウトの野外活動』の体験してもらう事と交

流を目的とした案内を掲載して頂きました。

入隊説明会の出席者は無かったが、静原キャンプ場で2回の『スカウト

体験交流』には27名（内子供18名）参加を得て盛大に行ったのです

が、現在入隊希望者は無いのが現状です。

今京都連盟でIiスカウト議抑却して各国委員長時制覇基金を輔、岡崎育t軽官（運営）にやる気t責任を持てと帆蹴を受
Itております。

そこで、次年度は次の4項目を最重要課題とした取組を行っていく。

1）各隊指導者にロ パ ・ベンチャーのスカウトに委ねる。

（各隊指導者の若返りを園りスカウトとの接点を強める）

2）スカウト教育（プログラム）の原点に戻る。

3）新入スカウト募集は、行動力で集める。

4）中途退団抑止。

京都38団育成会各位の一層のご支援とご理解をお願い申し上げます。

弥栄

平成19年11月18日

副委員長 ド坂紀一

1
4
 

ワ臼



平成20年度カフスカウト隊年間プログラム
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自身の環境の変化に戸惑った一年間

ボーイスカウト勝隊長

末吉玄希

昨年秋にボーイスカウト隊隊長という大役を急逮仰せつかつてから一年が経ちました。今

まで長い間務めてきた副長とは似て非なるものというのが実感で、隊運営に苦悩した日があ

ったのも事実です。というのも、私自身も4月に就職をし、今までずっと過ごしてきた学生

とは全く異なる環境に身を置いたため、準備にかけられる時間が大幅に減ってしまったとと

が、私自身の負担を増大させたのでしょう。しかし、だからと言って、ボーイスカウト活動

の主役であるスカウトたちに魅力あるプログラムを提供しない、というのは言い訳にはなり

ません。その点で、この一年間の隊長としての私は、その職責を全うしていたとは言い難く、

スカウトやその保護者の方々に色々ご迷惑をかけてしまいました。再びこのような事態を繰

り返さないためにも、この一年間の活動内容を顧みて、改善すべき点を多く見つけ、その成

果をスカウトに還元するつもりです。

さて、隊長をやっていて感じた乙との一つに、スカウ トの参加率の低迷があります。それ

は 「ボーイスカウト活動をしたい！ Jと思えるような活動を提供してこなかったこちらにも

責任があると思いますが、それ以上に現在の小・中学生を取り巻く環境が繁忙化している気

がします。それは、学習塾の業界に就職した私だけに、余計に感じます。スカウト本人が忙

しくしているのではなく、スカウトの周辺環境が忙しくしているのだと思います。というこ

とは、スカウトの周辺環境をこちらに呼び込めば、参加率は上がると言うことです。周辺環

境とは保護者の方々だけに限らないと思います。もっとこちらから動きをスカウ トにかける

必要性があります。広報紙「さんばちj もその一つでしょう。そのためには私一人の力では

限界があります。副長はじめ、団が一つになって協力すれば、 1+1のものが3にも4にも

10にもなるはずです。 「魅力のある隊運営をj。これが私の来年度の目標です。

最後になりましたが、この一年間、隊活動に協力して下さった保護者の皆様、団委員、各

リーダーには感謝申し上げます。来年度は今年度以上に精一杯スカウト活動に取り組んでい

く所存です。今後とも御指導の程、宜しくお願い致します。ありがとうございました。
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平成20年摩 ボーイスカウト隊年間プログラム
＼～－－－－11 11月 i 12月 I 1月！ 2月 I 3月 I 4月

テーマ ！！こ…仲両脱会って ？ 煙者竺苧~~性会竺？？！？員…吋型型竺

内容 II基額；~：~~ I ＇ミr~：；；？ I 雪＝／~：ク ！ 謀議 ｜ 野外料理 ｜春季キャンプ
L一一←一一一一一一L一一一一一一一一 ｜ 一一｜

一傾向ウト叫設立：rs;康と発達｜錯会生活 ｜ …シ弓~~~····－
｜い／25（日）I 12/29（土） I 円 7(zt)I 2／凶日） I 3空智（日） 14/12（土）～
I 一日プロ ｜ 夜間プ口 I 一日プロ ｜ 午前プ口 I .一日プ口 I 4/13（日）

実施場所｜｜－未定 i寺之内幼稚園l－示亙 I 知同一「 証 一一l時示云5
J時竺.J［；二二コ二＝－ ，一一一J i一 ｜ 一一二

｜ ｜新年の集い l車いす駅伝奉仕i ！ 

行事等 II I 11日： I I . 
｜ ｜女子駅伝奉仕 ! I I 

i I I I i 
※隊集会の実施日時は定期試験等の関係で変更することがあります。

『 60 : 16 』
（ベンチャー隊この1年を振り返って）

京都38団ベンチャー隊隊長末吉央伯

本部体制 隊長連絡先

隊長 末吉玄希 （総括） 事602-0005

副長 f”Ifコ.. 豆瞳Z畠 （会計） 京都市上京区妙顕寺前町514番地の10

副長 河合敏晃 （隊補佐） TEL: 075-441-5303 

副長 八木克彦 （記録） FAX:075・432・5530

副長 月里 力 （備品） HP.: 090-3610-9429 

副長 島村悠吾 （野行） HP. E-Mail: ger首位wi円台lacest-uw8@ezweb.間 .jJ

よ級班長 畑 伸暁 PC E-Mai:ge市i@ter釘冶国同水ids.cαn

vs隊長は今年の6月で還暦を迎えました。と うとう 60であります。かねがね
引用に使っています「60歳で若者もいれば、 16歳で年寄もいる」その60に

なってしまいました。 60の若者でありたいと願っていますが、やはり体力的に

は残念ながら表えを感じざるを得ません。しかしこの 10年ほどを振り返ってみ

ると、ベンチャースカウトたちのおかげで、いろいろと現代の若者たちが楽しん

でいるプログラムを体験する機会に恵まれて、 一応体力的にも一緒に参加できた

ことを喜んでいます。 45年前の時代には、蔭かたちさえなかったものや、あった

としても到底出来なかった活動ばかりでした。米国研修旅行をはじめとして、パ

ラグライダーしかり、ラフティングしかり ・・・・です。でも、自分の高校時代が貧

弱で寂しいものであったとは決して思っていません。それなりに冒険や、過酷な

ハイキングなど、結構それなりに楽しく活動していましたね。

さて 2006年度は新入隊員がなく、寂しい年でしたが、 4名もの上進者を迎えた

2007年は、 4月にvs隊からの新入隊員を加え5名の新人。さぞかし活気づくだ
ろうと期待をしましたけれど、いまだ期待にはほど遠い状態です。

11月3日に、また名古屋75団vs隊員2名がvs隊長宅にて宿泊し、京都研修
をしましたが、なんと 2名とも上進したばかりの中学3年生で、それも女性でし

た。引率の隊長さんの話によれば、 20人以上いる隊員の内、受験生をのぞく約

半数のなかで、活動的なスカウ トがし、ないと嘆いておられましたね。夏にラフテ

イングに隊から半額補助をするからと言っても参加者が出てこない。とは、どこ

かで聞いた話。我が38団でも、北星地区vs大会のパラグライダーに同じく半額
補助をするからと言っても参加者が2名だけ。近頃の高校生はどこも同じなのか

と思いたくなってしまいました。我が団の参加しないスカウトに理由を聞いて、

『5500円も出すぐらいなら、それで美味しいものを食べた方がよい』のだそうで

す。これは各自の価値観だからそれでいいのですが、ここに 16歳の老人をみてし

まって、悲しくなってしまう隊長です。昨年のこの紙面の表題に「能動的なプロ

グラム活動を期待するJを冠しましたが、来年も同様となりそうです。

というわけではないのですが、ますます 60歳の若者になろうと、元気が出てき

ました。ボーイスカウト運動が 100年を迎えた記念すべき年に、還暦を迎えたの

も何かのご縁です。この運動によって、今の自分があるといいと言っても過言で

はないので、まだまだこの運動に力を注ぎたい患いでいっぱいです。でも迷惑に

ならないようにも注意しておきましょう。若年寄の諸君。君たちが 60歳になった

とき、何をしてるのでしょうね。それを見ることは出来ないのが残念ですな。ぴ。

『～～～』 5月 6月 7月 8月 9月 10月

テーマ

内容

活動分野

一一一一一
実施予定日

実施場所

保護者会

行事等

日本ボーイスカウト京都連盟京都第38団 ボーイスカウト隊

-5- 円。
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楽監奈畏主広喜長重委長主主壬主主宰授告三子

1〕19.l. 14 平成四時 スカウト登録説明会

2) 19. 2. 25 輪日報スカウト登録審査

3 ) 19. 3. 4 平成19年度 日本連盟スカウト登録申請

登録申請内訳

スカウト 指導者数

団 委 員 1 6 

カ ブ 隊 4 8 

ボーイ 隊 1 1 6 

ベンチャ 隊 1 3 3 

ローパー隊 1 7 1 

ム仁3、 計 4 5 3 4 

4) 19. 3 3 8団名簿作成・配布

5 ) 19. 5. 新入隊募集パンフレット作成・配布

6 ) 19. 6. 2 追加費録 3名 カブスカウト 南野

カブ隊副長 出口

京都テルサ

室町児童館

J仁K1 計

1 6 

1 2 

1 7 

1 6 

1 8 

7 9 

優希

浩平

ベンチャ スカウ卜山本 一貴

7 ) 19. 6. 17 新入隊説明会 出席者なし 室町児童館

8) 19. 7. 土曜塾にスカウト募集の申込手続き

8. 土曜塾にスカウト募集の申込手続き

平成19年11月18日

組織拡張委員 小野佳代子

-7 

主皇室芝長歪き主主壬主主幸反を号

丈箪 藻＆ 言雪

年月 日 進級章 氏 名 菌接場所

なし

‘ 

平成19年 11月18日

3 8団進歩委員 佐竹真紀
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孝昌主草寺雪護霊足克歪き主主壬~幸反全聖子

健康安全委員会報告

平成19年度

ボーイスカウト ウッドパッヂ（ボ イ課程〉研修所受講者

末吉 玄希（BS隊長〕 ウッドパッヂ〈ボーイ課程）研修所

奈良 第31期

八木 克彦（BS副長〉 平成19年 5月3日～5月6日

月里 カ（BS副長） 奈良県立青少年野外活動第2センタ

所長 森本 八郎

1. スカウトの傷害保険加入について

加入保険種類：ボーイスカウト日本連盟傷害共済制度

補償内容 災害死亡補償 却，000,000

疾病死亡補償 300,000 

後遺障害保証（障害に応じて） 30,000,000～900,000 
入院補償 4,000 

通院・往診補償 2,000 

平成 18年度追加加入

18.12.29 仮入隊者3名分担00×3=¥600

19.03.18 仮入隊者1名分￥200×1=¥200

平成 19年度継続加入

19.03.26 加入人数84名

（スカウト 45名仮入隊者3名指導者18名

問委員 16名親族2名）

¥500×84=¥42,000 

3 8団指導者養成委員

川井周美

平成19年度迫力日加入

19.06.29 指導者 1名分 ¥400×1=¥400 

19.09.13 仮入隊者8名分 ¥300×8=¥2,000 

19.10.12 仮入隊者 10名分 ¥300×10=¥3,000 
平成 19年 11月18日

2.事故報告 なし

3.事故が発生した場合

事故発生の日時・場所・負傷者の住所・氏名・年齢・

事故状況等。事故発生日を含め、 30日以内に通知する

必要があります。

活動中事故が発生した場合、速やかにリーダーを通じて

健安まで報告して下さい

平成19年11月 健康安全委員奥田芳子
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平成19年9月30日現在

財政担当報告

育成会費及び年間行事費の納入！J毎月刊に

京都銀行出町支店にて自動引き落としになっております。

削までに各自の残高をお確かめの上ご入金頭討すよう

今後共ご協力お願い申L上げます

FR 員オ B支 日月 来田

摘 要 金 額 f商 要 金 額

三目位 通 fJj J退凡 103,614 団積立準備金 2 200 000 

定 -lt)J fJj 金 2,887,001 団備品購入引当金 300,000 

王見 金 66,371 緑化募金還付積立金 136 705 

繰 越 金 420 281 

計 3,056, 986 計 3,056,986 

。

育成会費及び年間行事費

平成19年9月30日現在

＼＼＼  r: s ｜球 B s 隊 v s 隊

育成会費 （1ヶ月分） 1，与 00円 1 ＇ラ 00円 l，ぢ 00円

年間行事費（1ヶR*l 2' 0 0 0円 2' 0 0 O円 I，ち 00円

~ 、 言十 3' 5 0 0円 3，雪 00円 ラ， OCl 0円

手責三笠： 重量E 空宇 R月半田

t商 要 前年度韓越金 本年産車立金 支 出 店年度韓越金

団積立準備金 2,200,000 。 。2,200,000 
団備品購入引当金 300,000 。 。300,000 
緑化募金還付積立金 83, 859 52,846 。136哩705
道標修理費預り金 52,846 。52,846 。

2,636, 705 52,846 52,846 2,636, 705 

本間一保護者でこ名以上のスカウトが在籍する場合、

二人目以上！J育成会費日00円控除した金額を

納めてm~iす日

上記の通り報告致します。
員オ正文三間当

団会計丹羽 武寸「｝
子守三I三I 長に

4
E
4
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平成19年度第38団育成会会計報告 平成 2 0 年度各醸指導者名簿

程蒙 主乏 昌司 主主

カブ撲 出口語平
三谷一貴

巴p 島村靖弘

DL  下司 （前期〉

大谷 （後期）

〔南 忠治部〕

〔加藤 豊〉

ボ』イ隊 末占去希 ＼ 

河合敏晃
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（河合 豊〉

ベンチャー 末吉央 18
(VS）隊 今井喜明

ローバ』撲 援本信世 チーフ河合敏晃

自平成18年 10月1日～至平成19年9月30日 （単位：円）

J[又 ヌ＼、 じり 音区 ヨ長ζ tlJ O:_) 音区

摘 要 金 額 摘 要 金 額

団積立準備金 2,200,000 予主民之 録 費 353, 700 

団備品購入引当金 300,000 保 険 料 44, 190 

緑化募金還付積立金 83,859 活動援助費 116' 481 

道標修理費預り金 52,846 団 行 事 費 24 559 

育 成 んι3、 費 403,000 研修補助費 29, 160 

各隊年間行事費 539,500 各隊年間行事費 536 162 

(C S隊） (118, 000) (C S隊） (209,648) 

( B S隊） (240,000) (B S隊） (237,643) 

(V S隊） (181,500) (V S隊） ( 88, 871) 

維 持 l三民"' 費 193,000 自］ 制 費 11,424 

雑 収 入 135,000 メ之弘又 議 費 28,000 

子買 金 利 J息 7, 807 交 際 費 27 980 

前年度繰越金 364,278 団 事 務 費 50 648 

団積立準備金 2.200,000 

団備品購入引当金 300 000 

緑化募金還付積立金 136, 705 

次年度繰越金 420,281 

計 4,279,290 計 4,279,290 

上記の通り相違ないことを報告致します。 平成19年 10月30日

団会計丹羽 武； J宅

平成19年度の会計を監査した結果、帳簿、証拠書類共に

相違ないことを確認しました。
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宝子三尾X; 2 0 壬手三 B芝田ヨ要三主主三主壬主主宰玉襲撃 平成20年度第38国育成会会計子持（案）

国 顧 間 中 JI！恵造

中村三之助

西村泰

自平成19年 l0月1日へ歪平成20年9月30日

（単位．円）相談役

育成会長

団 委 員 （野営行事委員） c S 沢井知美

!l叉 三九 CT> 吾1王 ヨ主 tH じ7) 音i王

f南 要 オ干 額 摘 要 金 額

育 成 ・i; 費 420,000 1＇品1－ 録 費 350可000

f果 険 料 50,000 

団 f丁 事 費 80,000 

維 持 -j,込ミ 費 170,000 団 備 口口日 費 40 000 

研修補助費 30早000

活動援効費 130 000 

各隊年間行事費 540,000 

内 (CS障G名） (140,000) 各隊年間行事費 580, 000 

(BS障8t) (190,000) 内（ CS隊） (140, 000) 

訳 {vs障12名） (210,000) ( B S隊） ( 190, 000) 

(V S隊） (210可000)

訳（ RS隊） { 40,000) 

慶 弔 費 20 000 

交 際 費 40 000 

Jエ込ミ 議 費 40,000 

印 原リ 費 30 000 

団 事 務 費 60, 000 

前年度繰越金 420,281 予 備 費 100【281

計 1,550,281 計 1550,281 

閏 委 員 長 下 坂 高己

冨。 国 委員長 〈団会計） 丹 羽 武

冨5 団 委員長 （地 区〉 和 回 喜輿太

雇。 国 委員長 (B S野行兼務・地区）河 i仁k:t 豊

高q 国 委員長 （野 行〕 入 矢 徹 雄

団 委 員 （組織拡張委員） 野 佳代子

団 委 員 （組織拡張委員〉 康 瀬 由 美

団 委 員 （進 歩 委 員） 佐 竹 真 紀

団 委 員 （指導者養成委員） JI l 井 周 美

団 委 員 （健康安全委員） 奥 田 芳 子

問

団

団

委

委

委

員 （野営行事委員） B S 細木裕子

員 （野営行事委員） B S 高田文代

員 （野営行事委員） B S 河合 豊

団 委 員 （野営行事委員） v S 谷口好美

会計監査 （団顧問兼） 中川i 恵造 ＊予算の各項目間の流用を認める。

尚、団事務費の中に銀行口座引落手数料が含まれています巴

回会計丹羽 武 tご
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